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ＰＴＡ資源回収  6/6(日) 9:00 
○回収する物 

  新聞  段ボール（ひもでしばって） 

  雑誌  牛乳パック（洗って開いて） 

○その他 

 ・生徒が、各家庭に出向いて回収します。目につきや 

  すいところに午前８時半までに出してください。 

 ・雨天の場合は、中止となります。本校ホームページ 

でご確認ください。 

 ・上記以外の物は、業者で回収していただけません。 

 

※資源回収後、安城市５３０運動推進事業と共催で、学 

区のゴミ拾い活動を３０分程度行います。ご協力いた

だける方は、資源回収場所にお越しください。 

 安城市教育委員会から 

就学援助費受給申請のお知らせ  

お子さんを小中学校へ就学させるのに、経済的な理由に

よってお困りの保護者の方に対して、就学に必要な経費

（学用品費、学校給食費等）について、安城市がその経

費の一部を援助する制度があります。 

詳細について知りたい方は、学校担当者（℡98-1531）

までお問い合わせください。 

栄光の記録（５月） 

日 曜 校 内 行 事 

１ 火 
 ＡＬＴ来校 教育実習開始（5/31～）  

 ③木４④木５ ３年⑤⑥カット 

２ 水   ３年修学旅行 ＡＬＴ来校 １年体力測定 

３ 木 
 ＡＬＴ来校 ２年体力測定  

 ⑤１年歯の衛生講話 

４ 金  ＡＬＴ来校 体力測定（予備日） 

５ 土  

６ 日 

 ＰＴＡ資源回収9:00（雨天中止） 

 東山中５３０大作戦（資源回収後）  

 ＰＴＡ役員・実行委員会11:00 

７ 月  ２年職場体験学習 ＳＣ・ＡＬＴ来校 

８ 火  ３年体力測定 

９ 水   

10 木  交通安全指導日 ⑤自然教室説明会 

11 金  更衣調整期間終了 

12 土  英語検定9:00  清掃ボランティア13:30 

13 日  家庭の日 

14 月 

 期末テスト範囲発表  

 ＳＣ・学校サポーター来校 

 委員会・立案会・代議員会    

15 火  学習相談・教育相談16:10～16:40 

16 水  学習相談・教育相談16:10～16:40 

17 木 
 ４５分３時間授業（下校完了12:50） 

 学校サポーター来校 

18 金 

 交通安全指導日   

 青少年健全育成会・協議会15:00 

 学習相談・教育相談16:10～16:40 

19 土  ＰＴＡ環境整備作業(秋花壇定稙)8:30 

20 日   

21 月 
 期末テスト（４科） 学校サポーター来校  

 ９組校外学習  学校保健委員会13:30  

22 火  ＡＬＴ来校  

23 水 
 期末テスト（５科） ＡＬＴ来校  

 救急法講習会15:20 

24 木  ＡＬＴ・学校サポーター来校  

25 金 
 ＡＬＴ来校 全校集会 生徒議会 

 ⑥生徒集会 １年仮入部終了 プール開き 

26 土  

27 日  

28 月 
 １年自然教室（～7/2）  

 ＳＣ・ＡＬＴ・学校サポーター来校  

29 火  

30 水  交通安全指導日  

６月行事予定 

○第２１回安城リレー大会（5/1）  

 １位  生徒 生徒 生徒 生徒 

    男子低４×１００ｍＲ  

 ２位  生徒 生徒 生徒 生徒 

    男子４×１００ｍＲ  

 ２位  生徒 生徒 生徒 生徒 

    女子４×１００ｍＲ  

 ３位  生徒 生徒 生徒 生徒 

    男子低４×１００ｍＲ  

○安城市中学校春季バスケットボール大会（5/1） 

 ２位  男子    

○安城市中学校春季バレーボール大会（5/1） 

 ３位  男子    

○第３８回蒲郡リレーカーニバル（5/8）  

 ２位  生徒 男子４００ｍ  

 ３位  生徒 男子棒高跳  

 ３位  生徒 女子２００ｍ  

 ３位  生徒 生徒 生徒 生徒 

    男子４×１００ｍＲ  

 ３位  生徒 生徒 生徒 生徒 

    女子４×１００ｍＲ  

○第１４回杜若旗争奪少年柔道大会（5/16） 

 １位  生徒 女子－５２㎏級  

○安城市発展祭（5/7）   

 善行生徒 生徒   

 

発行日 ２０１０．５．３１ 平成２２年度 第３号 

東山東山東山東山たよりたよりたよりたより    

        心の教育講演会から学んだこと 
  

                １年５組   生徒 

 私は、「心の教育講演会」で二つのことを学びました。 

 一つ目は、人の心はちょっとしたことで傷ついてしまうと

いうことです。私はふだん人の心のことをあまり考えたこと

がありませんでした。それは普通に毎日を過ごしていると、

忘れてしまうことなのかもしれません。しかし、改めて考え

なおすと、もしかしたら私も、自分が知らないうちに人を傷

つけていたのかもしれません。そう考えると悲しくなりまし

た。 

 二つ目は、言葉はちょっとしたことで人を傷つけることが

あるということは、逆に、ちょっとしたことでも人の心を救

えるかもしれないということです。ふだん人の心を気遣うこ

とを忘れているのなら、気遣いを当たり前のことにすればい

いと思います。毎日の気遣いの積み重ねで人の心が救えるの

だとしたら、それはとても簡単なことだと思います。誰もが

傷つかないで、楽しく毎日を過ごすことができるように、自

分ができることからやっていきたいと思います。                                         

 

愛・知・みらいフォーラム           

             

              ３年５組   生徒 

 神本先生の行ったバハレーンという国は、日本と比べて環

境や文化、歴史、暮らしなどが全く違って驚くことばかりで

した。そして、バハレーンの人たちの話を聞いて、僕は改め

てコミュニケーションの大切さを感じました。バハレーンの

人たちは異国から来た人を明るく迎えてくれます。それはと

てもすごいことだと思います。僕ならば知らない人と急に仲

良くなることは多分できません。自然にコミュニケーション

のとれるこの人たちを見習いたいと思いました。 

 異文化だからこそ、違った生き

方をしてきた人だからこそ、コ

ミュニケーションをとっていかな

いと相手のことは何も分かりませ

ん。だから、これからはもっとコ

ミュニケーションを大切にしてい

きたいです。  
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 未来を担う子どもたちに、環境、貧困、

紛争など地球規模の課題が、自分の日常と

どうつながっているかを分かりやすく学ん

でもらい、子どもたちの地球市民としての

人間形成と持続可能な社会の形成を目指し

て、県下の小・中・高校が行う「国際理解

教育授業」に、学者や国際的に豊かな経験

をもつ講師を学校に派遣してくださるＮＰ

Ｏです。 

 本年度、５月１７日（月）に東山中学校

体育館において出前授業を実施しました。

神本政雄氏（前安城南部小学校長、元志貴

小学校長、元東山中学校勤務）を講師にお

迎えし、「異文化理解のススメ」について

ご講話いただきました。 
 

（特定非営利活動法人 愛・知・みらいフォーラム） バハレーンの映像 

 

 昨年度より、東山地区民生・児童委員協

議会では、愛知県モデル民児協の指定を受

け、「子育て」をテーマに、子どもたちの

健全な成長への支援を展開しています。 

 本年度も、１年生を対象に「友達とのつ

きあい方」と題して、安城市教育センター

臨床心理相談員 杉浦ひろみ氏をお招きし

て、「心の教育講演会」を開催していただ

きました。 

 今後も、地域ぐるみで子どもたちを見守

り、よりよい子育

て支援を進めてい

く運動として、今

後「我が家のルー

ルつくり」に取り

組んでいきます。

ご協力ください。 

 

民生委員さんの参観 

 



 １年生 「自然教室 （6/28月～7/2金）」 

        絆  ～ どんな困難にも立ち向かっていける 最高の仲間を 見つけよう ～ 

                                 学年主任 

 5日間の職場体験学習が始まります。今年度は120近くの事業所にお世話

になることとなりました。ご協力大変ありがとうございます。 

 今回の体験学習が生徒にとって実りあるものになるよう事前指導をして

おりますが、ご家庭でもお子さんへの励ましや、学習の経過を聞くなど、ご

支援をお願いいたします。 

＜職場体験学習のねらい＞ 
 ・勤労体験を通して働く喜びや苦労を肌で感じ、働く意味を自分のことと

して考える。 

 ・社会に出るための心構えや実社会で必要なマナー、態度について体験を

通して学ぶ。 

 ・自分で調べ、自分で計画を立てて行動する態度を身につける。 
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東山たより 

 ２年生 「職場体験学習 （6/7月～6/11金）」  

      夢への一歩    ～ 社会に出る 自分たち ～ 

             １年２組 生徒 

 僕は、５年生のころ、火の舞なんて面倒だと

思っていました。でも、その気持ちはある時突

然変わりました。それは、火の舞をやってた子

がとてもかっこよかったからです。そして、僕

は、次に火の舞を募集されたら絶対にやる。と

思い、担任の先生が「火の舞の希望者」と言わ

れたので、すぐに手を挙げました。でも、「火

の舞をやりたい人は多くて無理かなぁ」とも思

いました。でももう５年生の時のような後悔は

したくないと思い自分の思っていることをすべ

て話し、みんなの多数決でなんとか選ばれるこ

とができました。やるからにはちゃんとやろう

と思っています。 

                                       学年主任       

 立案会で決められたこのスローガンを受け、各クラスで学習テーマ（１

～３組「文化」４組「江戸・東京」５組「情報」６組「日本一」）を決め

東京学級別行動と班別行動の計画作成をしています。計画し始めた頃は、

ＴＶや雑誌上の流行だけに憧れと興味をもっていた生徒も調べ学習を進め

ていくうちに、少しずつ興味が広がりつつあるようです。 

 河口湖で行われる自然体験では、１０の活動に分かれて活動します。普段

味わうことのないことを思いっきり体験し、生徒達が最高の思い出をつか

めることを願っています。   

 ３年生 「修学旅行 （6/2水～6/4金）」  

    Make best memories!!  ～ 今切り拓く、僕達の未来へ ～ 

                 1年８組 生徒 

 私は、自然教室という大きな行事の中の火の舞という

役に今回挑戦しました。私は火の舞の経験がまったくな

く、最初は手元で回すことが精一杯でした。でも、練習

は積み重ねることに意味があると思っているので、日々

の練習を惜しまず、周りの人についていけるように努力

したいです。また、どれだけ素晴らしい演技でも一人が

欠けてしまっては台無しになっ

てしまうので、その一人になら

ないように頑張っていきたいで

す。４泊５日という長い自然教

室ですが、火の舞を見て、みん

なが大いに盛り上がってくれる

とよいかと思います。 火の舞の練習 

ラフティング（H21） 

校外学習（歴史博物館見学） 

「火の舞」への思い 

          前期保健委員長  生徒    

 今年度前期の取り組みとして、保健委員会では新

たに、保健委員会新聞『よむくすり』を発行してい

ます。これはみなさんに、健康についての様々な知

識を知ってもらうために発行しているものです。

「ほけんだより」と異なる点は、『よむくすり』は

保健委員会からの伝えたいことをお知らせする点で

す。みなさんの保健室利用が少しでも減るような健

康で元気な東山中にしていきたいです。ぜひ読んで

ください。  
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平成２２年度 第３号 

     体育大会特別実行委員長   生徒   

 「絆～仲間と築く、感動・涙のStory～」 

 今年のスローガンは、これに決まった。スローガ

ンを決める話し合いの中で、「絆」という言葉がた

くさんあった。だから、スローガンの中に「絆」と

いう文字を入れた。「絆」というのは、「離れるこ

とのできない人のつながり」と辞書に書いてある。

そのつながりを体育大会を通して、みんなで分かち

合ってほしい。それを分かち合うことは、一人では

できない。クラスの仲間、団の仲間、ライバルの存

在が大事だと思う。 

 感動・涙のStory

のエンディングを

迎える鍵は、このス

ローガンに隠され

ている。この体育大

会で、東山中の「絆」

を深めていきたい

と思う。  

             ボランティア担当  

 ５月２９日（土）にルートワンボランティアが実

施されました。２００名近い生徒と、１１名の保護

者の方が参加してくださいました。これほど多くの

参加者が集まったことは今までありませんでした。

１時間かけて国道一号線と柿田公園のごみを拾いま

した。暑い中汗を流しながら、ごみ袋一杯のごみを

拾う姿がたくさん見られました。 

 今回の活動の中で、ある生徒が「去年より落ちてい

るごみが少ないね」と言っていたのを耳にしました。

実際に、数年前に比べ、回収されるごみの量は減って

きています。少しずつではありますが、確実にボラン

ティア活動の成果がでてきているのだと感じました

。今年度も生徒会のボランティア活動を、全校のみな

さんで盛り上げていきましょう。   

                生徒指導主事 

 東山中学校に来られた方が、「東山中学校の生徒さ

んはよくあいさつしてくれるね。」と、よくほめてく

ださいます。私も、転勤したばかりで心細い気持ちで

いたときに、たくさんの生徒に「こんにちは。」と、

声をかけられて本当にうれしかったことを覚えてい

ます。気分がのらない日でも、一言「おはよう。」と、

声をかけられるだけで、さわやかな気分になります。

タイミングが合わ

なくて、上手に返す

ことができない人

もいるでしょう。で

も、あいさつをされ

て嫌な人はいない

と思います。この良

き伝統をずっと伝

えていって欲しい

と思います。  

 『よむくすり』の発行  保健委員会          
 平成２２年度 体育大会スローガン 

  絆 
   ～仲間と築く、感動・涙のStory～ 

 生徒会活動の紹介  

 東山中生のあいさつは すばらしい 

ルートワンボランティア 

活動の様子（家族での参加もありました） 

あいさつ運動の様子（生活委員会） 

体育大会全校ウェーブ（H21） 

 

 


